
平成22年度自治会花壇コンクール

つべつふるさとまつり

まちの話題　社会教育講座！　原爆被害を後世に語り継ぐ

収穫の時期が訪れました　津別高校１年生が農業体験

今月の表紙　子どもみこし～　「わっしょい！」の掛け声とともに、町を練り歩きました ～

温故知新
社交ダンスは生涯スポーツ
豊永　田中　四郎　さん

洋子　さん



おいしい出店がたくさん!!

つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催
！

津別の伝統芸能駒踊り

子どもに大人気フアフア

威勢良く五差路周辺を練り歩く担ぎ手衆

とんちん館・射的・金魚すくいなど・・・・　どこのお店も子どもたちに大人気でした！

緊張の一打！パターゴルフ

第
19
回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
、
９
月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
津

別
神
社
近
く
の
町
道
を
会
場
に
開
か

れ
、
多
く
の
町
民
が
秋
の
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
活
汲
小
中
学
校
の
リ

コ
ー
ダ
ー
演
奏
や
津
別
中
学
校
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
が
観
客
を
魅
了
し
、
町

内
の
商
店
街
や
職
場
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
に
よ
る
手
作
り
の
出
店
や
実
行
委

員
会
に
よ
る
ダ
ー
ツ
、
お
面
な
ど
の

縁
日
コ
ー
ナ
ー
が
39
店
が
軒
を
並
べ

ま
し
た
。

２
日
間
と
も
絶
好
の
お
祭
り
日

和
に
恵
ま
れ
、
開
始
早
々
か
ら
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
、
フ
ア
フ
ア
や

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
巨
大
迷
路

な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

に
は
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
津
別
神
社
秋
季

例
大
祭
の
み
こ
し
や
子
ど
も
み

こ
し
、
駒
踊
り
が
町
を
練
り
歩

き
、
五
差
路
周
辺
に
は
、
多
く

の
見
物
客
が
訪
れ
、
２
日
間
ま

つ
り
一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

募金お願いします！観衆を魅了したリコーダー演奏とブラスバンド

今
年
も
町
内
各
地
に
設

置
さ
れ
た
花
壇
で
、
自
治

会
や
学
校
な
ど
各
団
体
の

み
な
さ
ん
が
、
心
を
込
め

て
植
え
育
て
た
花
が
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。

32
回
を
数
え
る
今
回

は
、
８
月
27
日
に
花
い
っ

ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会
の

役
員
８
人
に
よ
る
現
地
審

査
が
行
わ
れ
、
17
団
体
の

中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や
配

色
、
花
の
生
育
や
手
入
れ

状
況
な
ど
５
項
目
か
ら
審

査
を
行
い
、
８
団
体
が
入

賞
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
町
内
17
ヶ
所
の
写
真

は
、
役
場
の
正
面
玄
関
と

中
央
公
民
館
に
掲
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
越
し
の

際
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

最
優
秀
賞

・
共
和
第
２
自
治
会

優
秀
賞

・
幸
町
自
治
会
女
性
部

・
津
別
町
振
興
公
社(

河
岸
公
園
）

・
布
川
自
治
会
婦
人
部

優
良
賞

・
津
別
町
商
工
会
女
性
部

・
豊
永
第
３
自
治
会

・
柏
町
自
治
会

努
力
賞

・
本
岐
小
学
校

優良賞　豊永第３自治会

優良賞　柏町自治会

優秀賞　幸町自治会女性部

優秀賞　津別町振興公社

最優秀賞　共和第２自治会

共
和
第
２
自
治
会
が

最
優
秀
賞
獲
得

優秀賞　布川自治会婦人部

優良賞　津別町商工会女性部



■保険料のお支払い方法について
●保険料の納め方は「年金からのお支払い（特別徴収）」と「納付書・口座振替によるお支払い

（普通徴収）」の２つの方法があります。

●ご自分のお支払方法については、保険料額決定通知書（納入通知書）をご参照ください。

からのお支払いとなります。

●お手続きの必要はありません。

・なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収になります。

●受給している年金額が、年額１８万円未満の方

●介護保険とあわせて保険料が年金支給の半分を超える方

※この制度に加入してからおよそ半年間は、年金からのお支払いが

できません。「納入通知書」や「口座振替」でお納めください。

による金融機関でのお支払い。

●口座振替に切り替わるまで、数ヶ月のお時間が必要となります。

◆保険料のお支払いを「口座振替」に変更できます
●納付書、年金でお支払いの方は、口座振替に変更することができます。

●税申告の際「社会保険料控除」は、保険料をお支払いする方（口座名義人）が受けられます。

※「年金」のお支払いから変更できる時期は、申し出の時期により異なります。

■臓器提供に関する意思表示ができるようになりました
臓器提供は、病気や事故で臓器が機能しなくなった人に、他の人の健康な臓器を移植して機能

を回復させるという医療です。

臓器移植に関する法律の改正により、保険証に「臓器提供意思表示シール」を貼付して、臓器

を提供するかしないかの意思表示を行うことができるようになりました。

臓器提供意思表示シールは、各市町村窓口に設置しております。詳しくは、下記までお問い合

わせください。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料のお支払方法と臓器提供に関する意思表示について～

年　金特

別

徴

収

普

通

徴

収

納付書・口座振替

「口座振替」を希望される方は、下記役場担当への申し出のほか、金融機関窓口での手続きが必

要です。申し出の際は「本人の保険証書、預金通帳、お届け印」を持参してください。

お 問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目
国保会館６階

† 011－290－5601

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　6番窓口

† 76－2151(内線228・229)

日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象の

調
査
期
日

「
世
帯
員
の
数
」「
住
居
の
種
類
」

「
住
宅
の
建
て
方
」
な
ど
の
５
項
目

調
査
対
象

津
別
町
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
を
含

む
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

※
住
民
票
が
な
く
て
も
10
月
１
日
現
在
、

津
別
町
に
３
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
、
３
ヶ
月
以
上
住
む
見
込
み
が
あ

る
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

調
査
事
項

・
世
帯
に
関
す
る
事
項

・
世
帯
員
に
関
す
る
事
項

平
成
22
年
10
月
１
日
　
午
前
零
時
現
在

「
氏
名
」「
生
年
月
日
」「
性
別
」

「
仕
事
の
種
類
」
な
ど
の
15
項
目

※
裏
面
の
記
入
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

記
入
方
法

調
査
票
は
、
主
に
「
マ
ー
ク
シ
ー
ト

記
入
方
式
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

黒
鉛
筆
ま
た
は
黒
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
計
は
機
械
に
か
け
ま
す
の

で
、
汚
し
た
り
、
水
で
濡
ら
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
目
が
か
す
ん
で
よ
く
見
え
な

い
、
手
が
震
え
て
書
き
づ
ら
い
な
ど
と

い
っ
た
場
合
は
、
身
内
の
方
に
記
入
を

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

頼
め
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、
調
査

員
が
質
問
型
式
で
代
理
記
入
い
た
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
調
査
員
へ
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。

提
出
方
法

調
査
員
に
提
出
す
る
場
合
で
も
、
調

査
票
は
封
筒
に
入
れ
、
必
ず
封
を
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
調
査
員
は

開
封
せ
ず
、
調
査
票
の
点
検
は
町
役
場

で
行
い
ま
す
。

・
調
査
票
は
封
筒
に
入
れ
、
封
を

し
て
提
出

・
郵
送
に
よ
る
提
出
が
可
能
に

同
封
す
る
郵
送
提
出
用
封
筒
を
使
用

し
て
、
郵
送
で

提
出
で
き
ま
す
。

郵
送
料
は
無
料

で
す
。

10
月
１
日
か
ら
10
月
７
日
の
間
に
、

国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
訪
問

し
、
調
査
票
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
郵
送
提
出
用
封
筒
を
使
っ
て
、
ポ

ス
ト
に
投
函
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

国勢調査をよそおった
「かたり調査」にご注意下さい

国勢調査と称して、世帯の家族構成

や会社の従業員の氏名などを電話など

で照会する「かたり調査」にご注意く

ださい。不審な電話には即答せず、相

手の名前や電話番号を確認し、役場企

画財政課地域振興グループ広報統計担

当までご連絡ください。

※国勢調査では、金品を請求すること

はありません。

分からないことはお電話で！

記入の仕方で分からないことがあった場

合は、調査員や役場企画財政課地域振興グ

ループ広報統計担当または「国勢調査コー

ルセンター」までお問い合わせください。

○役場企画財政課 地域振興グループ

広報統計担当　†76-2151（内線243）

○国勢調査コールセンター

†0570-01-2010

（ＩＰ電話またはＰＨＳ：†03-6738-6677）

設置期間　　～平成22年10月31日

受付時間　　午前８時～午後９時



８
月
26
日
、
中
央
公
民
館
・
講
堂
で
、
社
会

教
育
講
座
・
被
爆
証
言
講
話
会
（
教
育
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
の
原
爆
投
下
に
よ
り
14
歳
の
時
に
被
爆

さ
れ
た
植
田
規
子
さ
ん
（
78
歳
）
を
講
師
に
招

き
、
原
爆
被
害
の
実
相
と
被
害
体
験
に
つ
い
て

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り
、
次
の

世
代
に
正
し
く
継
承
し
、
平
和
意
識
を
高
め
る

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
２
階
の
展
示
室
で
は
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
」
が

行
わ
れ
、
写
真
や
図
表
で
説
明
し
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
30
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

９月17日、津別町商工会・会議室で、

津別町商工会（石橋崇司会長）と北海道エ

ナジートーク21の主催で、地球温暖化問

題をはじめ、暮らしとエネルギーについて

考える講演会が開催されました。

講師の光塩学園短期大学（札幌市）準教

授の平田文夫さんが、演題「エネルギーと環境」と題してわかりやすく話され、講演終了

後、参加者にはエコバックのプレゼントがありました。

次世代に限りある資源と豊かな自然環境を引き継ぐため、エネルギーについて考える機

会となりました。

９
月
５
日
、「
祭
り
だ
よ
！
全
員
集
合
！
in
つ

べ
つ
２
０
１
０
」（
主
催
・
水
上
浩
介
実
行
委
員

長
）
が
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
前
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
で
は
「
ハ
イ
ブ
」
や
「
カ
オ
ス
」、「
ザ
・

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
」
な
ど
と
い
っ
た
５
組
の
バ
ン

ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
バ
ン
ド
演
奏
の
合
間
に
東
京

農
大
の
「
農
天
揆
」
に
よ
る
美
し
い
よ
さ
こ
い
演

舞
に
、
訪
れ
た
観
衆
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
ビ

ー
ル
や
焼
き

鳥
と
い
っ
た

縁
日
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら

れ
、
最
後
に

豪
華
商
品
が

当
た
る
抽
選

会
で
は
、
大

き
な
歓
声
が

上
が
り
、
会

場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し

た
。

９
月
16
日
、
月
２
回
行
わ
れ
て
い
る

寿
大
学
の
講
座
が
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
約
80
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
原
田
英
機
さ
ん
が
講
師
と
し
て
、

雑
学
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
の
内
容
は
「
日
本
の
大
き
な
島
」

や
「
日
本
の
名
産
品
ラ
ン
キ
ン
グ
」
な

ど
の
問
題
が
出
さ
れ
、
中
に
は
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
よ
う
な
難
問
が

数
多
く
あ
り
、、
参
加
者
は
知
っ
て
い

れ
ば
生
活
に
役
立
つ
雑
学
を
学
び
ま
し

た
。寿

大
学
で
は
、
こ
の
他
に
も
様
々
な

講
座
が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
参
加
者
は

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
雑
学
を
学
ぶ

寿
大
学
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た

町
に
バ
ン
ド
の
音
が
響
き
ま
し
た

祭
り
だ
よ
！
全
員
集
合
！
が
開
催
！

考えてみようエネルギーのこと

「エネルギーと環境」について

９
月
１
日
、
午
後
２
時
か
ら
高
台
の
㈱
ど
う
と
う

農
場
（
代
表
取
締
役

堂
藤
優
）
の
畑
に
お
い
て
、

北
海
道
津
別
高
等
学
校
１
年
生
、
41
名
が
参
加
し
て

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
農
業
体
験
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

収
穫
の
秋
、
最
初
に
「
枝
豆
」
の
収
穫
を
行
い
、

５
月
に
作
付
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
男
し
ゃ
く
）

収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
後
日
、
家
庭
科
の
授
業
で

「
い
も
団
子
」
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

今
年
の
農
作
物
は
、
猛
暑
や
熱
帯
夜
、
長
雨
の
影

響
で
、
収
量
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

収
穫
の
時
期
が
訪
れ
ま
し
た

津
別
高
校
１
年
生
が
農
業
体
験

社
会
教
育
講
座
！

原
爆
被
害
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

９
月
４
日
、
温
水
プ
ー
ル
「
す
い
む
」

で
水
泳
記
録
会
と
プ
ー
ル
ま
つ
り
が
、

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
58
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
録
会
で
は
、
15
メ
ー
ト
ル
自
由
形

で
最
速
19
秒
代
で
ゴ
ー
ル
し
、
25
メ
ー

ト
ル
自
由
形
で
も
21
秒
代
で
ゴ
ー
ル
す

る
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
記
録
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

後
半
行
わ
れ
た
プ
ー
ル
ま
つ
り
で

は
、
水
中
玉
入
れ
や
浮
島
わ
た
り
、
浮

島
登
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

大
き
な
ビ
ー
ト
板
の
上
に
何
人
乗
れ
る

か
を
競
う
浮
島
登
り
で
は
、
た
く
さ
ん

乗
り
す
ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
全
員

落
ち
る
と
プ
ー
ル
は
幼
い
子
や
児
童
の

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
す
い
む
」
で
プ
ー
ル
ま
つ
り

水
の
中
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

９
月
12
日
、
原
始
の
湖
・
チ
ミ
ケ
ッ
プ

湖
で
、
ア
ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ
（
社
会
教
育

課
主
催
）
カ
ヌ
ー
体
験
が
開
催
さ
れ
、
４

年
生
以
上
の
小
学
生
が
カ
ヌ
ー
体
験
を
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
、

指
導
員
か
ら
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
や
パ
ド
ル

の
こ
ぎ
方
の
指
導
を
受
け
た
あ
と
、
チ
ミ

ケ
ッ
プ
湖
へ
出
発
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
湖
面
は

風
も
な
く
穏
や
か
で
、
暖
か
い
日
差
し
を

浴
び
て
、
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
雄
大
な
自
然

と
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

５
年
生
の
保
路
地
笙
弥
君
は
「
昨
年
も

参
加
し
ま
し
た
が
、
最
高
に
お
も
し
ろ
い
。

楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

気
分
は
さ
わ
や
か
！

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
カ
ヌ
ー
体
験

旭
川
市
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
全

日
本
小
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
に
出
場
し
た
佐
藤
璃
央
さ
ん
・

寺
尾
日
菜
さ
ん
（
津
小
６
年
生
）
が
、

８
月
19
日
、
町
長
室
へ
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。
結
果
は
惜
し
く
も
３
回
戦

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
互
い
に
ベ
ス
ト

を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
か
ら
中
学
生
と
し
て
戦
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
大
会
に
向

け
て
す
ぐ
に
練
習
を
開
始
し
「
来
年

は
中
体
連
で
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。
佐
藤
多
一
町
長

は
「
中
学
校
で
も
全
国
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

全
国
大
会
に
挑
戦
！

次
の
大
会
で
の
飛
躍
を
誓
う



昭
和
53
年
５
月
、
社
交
ダ
ン
ス
を
愛

好
す
る
人
達
が
集
い
「
社
交
ダ
ン
ス
愛

愛
踏
会
」
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
56
年

４
月
、
総
会
に
お
い
て
名
称
を
「
津
別

町
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
」
と
改
め
、
以

降
、
会
長
を
務
め
る
田
中
さ
ん
。

社
交
ダ
ン
ス
は
、
儀
式
や
舞
台
用
で

は
な
く
、
一
般
の
人
が
男
女
の
ペ
ア
に

な
り
楽
曲
に
合
わ
せ
て
自
由
に
、
男
性

が
考
え
た
動
き
を
女
性
に
伝
え
て
、
二

人
で
一
緒
に
踊
る
ダ
ン
ス
。

「
個
人
事
業
と
し
て
運
送
業
を
行
な
っ

て
い
る
関
係
で
運
動
を
す
る
こ
と
が
な

く
、
他
に
趣
味
が
な
か
っ
た
の
で
、
友

達
に
ダ
ン
ス
は
体
に
良
い
と
誘
わ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
」
と
語
る
。

平
成
14
年
８
月
、
運
送
業
の
営
業
許

可
を
取
り
、
㈲
田
中
産
業
を
設
立
。

「
現
在
は
、
仕
事
で
車
に
乗
る
こ
と
は

な
く
、
多
少
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
社
交
ダ
ン
ス
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
高
い
年
齢
層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅

広
い
年
代
の
人
が
楽
し
ん
で
踊
れ
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
語
る
。

平
成
20
年
10
月
12
日
、
津
別
小
学
校

体
育
館
で
、
津
別
町
社
交
ダ
ン
ス
同
好

会
創
立
30
周
年
記
念
「
社
交
ダ
ン
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
管
内
、
管
外
か

ら
５
百
人
を
超
え
る
ダ
ン
ス
愛
好
者
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
。

「
現
在
、
会
員
は
高
齢
化
で
30
名
に
減

少
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
特
に
男
性
の
方

が
少
な
い
の
で
歓
迎
で
す
」
と
話
す
。

「
同
好
会
で
は
、
毎
週
水
曜
日
が
練
習

例
会
日
で
、
毎
月
１
回
、
北
見
市
の

「
み
や
か
わ
ダ
ン
ス
教
室
」
か
ら
講
師

を
迎
え
、
会
員
の
技
術
の
向
上
、
親
睦

を
図
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
た
。

夫
妻
の
趣
味
は
共
通
で
、
年
間
５
回

程
度
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
競
技
ダ
ン

ス
（
社
交
ダ
ン
ス
を
競
技
化
し
順
位
を

争
う
も
の
）
に
一
緒
に
出
場
す
る
腕
前
。

平
成
９
年
11
月
、
財
団
法
人
日
本
ボ

ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
（
指
導
員
）
の
資
格
を
夫
妻

で
取
得
。
四
郎
さ
ん
は
、
現
在
、
北
見

地
域
ダ
ン
ス
指
導
員
協
会
支
部
長
、
津

別
町
文
化
協
会
の
会
長
を
務
め
る
。

たなか　しろう　さん／昭和19年３月、津別町で生まれる／66歳
たなか　ひろこ　さん／昭和19年１月、津別町で生まれる／66歳／豊永在住

さ
ん

社
交
ダ
ン
ス
は

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

田
中
　
四
郎

【390】
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10
月
11
日
は
体
育
の
日
で
す
ね
。
祝

日
法
に
よ
る
と
、
体
育
の
日
は
「
ス
ポ

ー
ツ
（
運
動
）
に
し
た
し
み
、
健
康
な

心
身
を
つ
ち
か
う
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
体
育
の
日

を
き
っ
か
け
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
運
動
は

体
に
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま

す
。

さ
あ
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

安
全
に
運
動
す
る

秋
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
普
段
体
を
動

か
し
て
い
な
い
方
が
急
に
運
動
す
る
の

は
危
険
で
す
。

ど
ん
な
と
き
で
も
、
始
め
る
前
の
準

備
運
動
と
、
終
わ
っ
た
後
に
も
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
の
整
理
運
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
運
動
を
始
め
る
前
は
は
り
き
っ
て

行
っ
て
も
終
わ
っ
た
後
は
忘
れ
が
ち
で

す
。
準
備
運
動
は
筋
肉
や
関
節
を
十
分

に
ほ
ぐ
し
、
呼
吸
を
整
え
る
こ
と
で
け

が
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
整
理
運
動
に

は
体
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
も
あ
り
、

疲
労
の
回
復
に
も
役
立
ち
ま
す
。

軽
い
運
動
に
見
え
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
も
足
腰
に
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
か
ら

始
め
た
り
、
整
理
運
動
を
き
ち
ん
と
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
を
続
け
る

健
康
維
持
の
た
め
に
は
、
運
動
を
継

続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
の
予
定
・
内
容
や
体
調
な
ど
の

変
化
を
記
録
し
、
自
分
な
り
の
目
標
を

も
つ
こ
と
が
長
続
き
の
コ
ツ
で
す
。
ま

た
、
経
験
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入

れ
た
り
、
サ
ー
ク
ル
や
大
会
な
ど
に
参

加
し
て
仲
間
を
つ
く
る
な
ど
楽
し
み
な

が
ら
続
け
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
町
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
教
室

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
、
無
理
な
く
、

楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
！

今
回
は
、
津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て

２
年
目
に
な
る
田
屋
雄
太
郎
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
は
保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル

ー
プ
に
配
属
さ
れ
、
生
活
保
護
に
関
す

る
業
務
や
障
害
福
祉
を
担
当
。

「
も
と
も
と
障
害
福
祉
に
興
味
を
持
っ

て
い
て
、
現
在
、
福
祉
の
担
当
に
な
れ

て
嬉
し
い
で
す
。
周
り
に
女
性
職
員
も

い
る
の
で
常
に
明
る
い
職
場
に
な
っ
て

い
ま
す
」（
笑
）
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

初
出
勤
の
時
の
こ
と
を
伺
う
と
「
最

初
は
慣
れ
な
い
事
ば
か
り
で
大
変
で
し

た
が
、
仕
事
を
し
て
い
く
内
に
親
し
い

先
輩
が
出
来
て
、
仕
事
が
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
屋
さ
ん
は
美
幌
町
出
身
で
、
美
幌

農
業
高
校
を
卒
業
後
、
吉
田
学
園
公
務

員
専
門
学
校
に
進
学
。
小
学
は
野
球
、

中
学
は
弓
道
、
高
校
は
砲
丸
投
げ
な
ど

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
、
今
で
は

ミ
ニ
バ
レ
ー
に
参
加
。「
来
年
か
ら
は
紅

葉
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
い
で
す
」
と

や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
明
る
く
笑
顔

で
わ
か
り
や
す
い
口
調
で
話
す
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
最
後
ま
で
笑
顔

が
絶
え
な
い
田
屋
さ
ん
で
し
た
。

明
る
い
笑
顔
を
心
掛
け
て
い
ま
す

田
屋
　
雄
太
朗
　
さ
ん

たや　ゆうたろう さん／昭和63年２月生まれ／　

津別町役場に勤務／豊永

体
育
の
日
に
運
動
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

９
月
30
日
ま
で
に
、
町
道
民
税
の
１
期
、

２
期
、
固
定
資
産
税
１
期
か
ら
３
期
、
国
民

健
康
保
険
税
の
１
期
か
ら
４
期
、
軽
自
動
車

税
全
期
分
の
納
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
届
い
て
い
る
納
付
書
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
納
付
を
忘
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
納
付
を

し
て
下
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
の
計
算
の

対
象
と
な
り
、
納
付
す
る
税
額
や
納
付
日
に

よ
り
、
本
税
と
併
せ
て
『
延
滞
金
』
も
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
税
が
あ

る
と
『
督
促
状
』
を
送
付
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
納
付
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
給
与
、
預
貯
金
、
財
産
等
の
差
押

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
役
場
収
納
担
当
で

納
税
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

通
常
は
月
末
（
郵
便
局
は
25
日
）
引
落
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
振
替
日
前
ま
で
に
口
座
の

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
残
高
不
足

で
口
座
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
納
付
書

（
役
場
収
納
担
当
で
再
発
行
し
ま
す
）
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

〈
運
動
の
効
果
〉

・
生
活
習
慣
病
を
予
防

・
血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
心

配
機
能
が
上
が
る

・
暑
さ
、
寒
さ
の
環
境
の
変
化
に

強
く
な
る

・
筋
肉
の
衰
え
を
防
止
し
、
体
力

を
強
化
出
来
る

・
骨
の
老
化
防
止
に
な
る

・
脳
を
活
性
化
し
、
気
持
ち
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る

洋
子

さ
ん



北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
の
主

催
で
「
全
道
一
斉
す
ず
ら
ん
無
料

法
律
相
談
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

借
金
、
離
婚
、
相
続
・
遺
言
、
不

動
産
、
消
費
者
問
題
な
ど
法
律
に

関
係
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
直
接
、
弁
護
士
と
顔
を
あ
わ

せ
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
　
10
月
20
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
林
業
研
修
会
館
１
階
図
書
室

予
約
受
付

10
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
住
民

生
活
課
住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

†
76

｜

２
１
５
１

（
内
線
２
１
６
、
２

１
７
）
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
く

か
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
全
国
労
働
衛
生
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

職
場
の
ト
ッ
プ
、
管
理
監
督
者
、

産
業
保
険
ス
タ
ッ
フ
、
労
働
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
心
の

健
康
の
維
持
・
増
進
に
取
り
組
み
、

労
働
者
の
心
の
健
康
が
確
保
さ
れ

た
職
場
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
心
の
健
康
維
持
・
増
進

全
員
参
加
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
９
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
、
10

月
７
日
ま
で
を
本
週
間
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

８
月
31
日
実
施
の
３
歳
児
健
診

で
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

富
永
　
真
也
く
ん
　
（
豊
永
）

渡
部
　
花
梨
ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

成
戸
　
結
音
ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進

担
当

†
76
｜
２
１
５
１

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
で

は
消
防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

採
用
予
定
人
数

１
名

採
用
予
定
年
月
日

平
成
23
年
４
月
１
日

勤
務
場
所

津
別
消
防
署

受
験
資
格
等

q
学
歴
・
年
齢
　
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
者
で

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

w
受
験
資
格
　

・
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

救
急
救
命
士
国
家
試
験
資
格
取

得
者
及
び
平
成
22
年
度
救
急
救

命
士
国
家
試
験
受
験
予
定
者

・
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
所

属
署
の
指
定
す
る
区
域
内
に
居

住
で
き
る
者
並
び
に
指
定
職
員

住
宅
に
居
住
で
き
る
者

・
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
任

用
規
定
に
定
め
る
身
体
的
資
格

要
件
に
合
致
す
る
者

e
免
許
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

取
得
者
ま
た
は
採
用
ま
で
に
普
通

自
動
車
免
許
を
取
得
で
き
る
者

（
Ａ
Ｔ
車
限
定
免
許
は
不
可
）

一
次
試
験

筆
記
試
験

（
一
般
常
識
・
作
文
）

二
次
試
験
　
体
力
検
定
・
面
接

試
験
日
　
平
成
22
年
10
月
21
日(

木)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
に
備
付
の
申
込
書
及
び
指

定
の
証
明
書
等
を
添
付
し
、
平
成

22
年
10
月
15
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
消
防
本
部
グ
ル
ー
プ
総
務

担
当
（
†
０
１
５
２-

73
｜
１
２
１

１)

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

任
期
満
了
に
と
も
な
う
津
別
町

長
選
挙
の
日
程
な
ど
が
、
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

告
示
日

11
月
23
日
（
火
）

投
票
日

11
月
28
日
（
日
）

開
票

即
日
開
票

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

・
日
時
　
11
月
１
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

・
場
所

林
業
研
修
会
館
集
会
室

・
そ
の
他
　
候
補
者
１
人
に
つ
き

３
人
以
内

問
い
合
わ
せ
先
　

津
別
町
選
挙
管
理
委
員
会

†
76
｜
２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎事務所荒らしの発生！

８月中、津別町において会社事務

所内に侵入されて荒らされる被害が

２件発生しています。

◎空き巣の発生！

８月中、美幌町内で住宅に侵入され現金を盗まれる

空き巣被害が１件発生しています。

◎振り込め詐欺被害にご注意ください

依然として振り込め詐欺の被害が後を断ちません。

学校や職場の名簿等を利用して、家族の実名で詐欺

の電話が掛かってきています。

家族の名前を名乗られても、「急にお金が必要になっ

た」「電話番号が変わった」などの怪しい電話の内容で

あった場合には、以前から使っていた電話番号に掛け

てみて本当の家族か確認しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

夕
暮
れ
時
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

住民活動

グループ

†７６－２１５１

夏
の
終
わ
り
と
と
も
に
過
ご
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
も

短
く
な
り
、
下
校
や
職
場
か
ら
の
帰

宅
な
ど
薄
暗
い
中
を
活
動
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。

昼
の
明
る
さ
と
夜
の
暗
さ
が
入
れ

替
わ
る
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
、
特
に

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
対

向
車
や
歩
行
者
、
自
転
車
が
薄
暗
い

景
色
に
ま
ぎ
れ
て
見
え
に
く
く
な
る

ば
か
り
か
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
視

野
が
狭
く
な
り
、
周
囲
へ
の
注
意
が

不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
に
努
め
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
、
自

分
が
周
り
か
ら
「
見
え
て
い
な
い
」

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
、
常
に

周
囲
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
収
穫
時
期
は
、
農
産
物
の
輸

送
で
大
型
車
両
の
通
行
が
一
段
と
多

く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
お
互
い

に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

平
成
23
年
度
「
消
防
職
員
」

採
用
試
験
受
験
者
募
集

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し

ま
す

全
国
労
働
衛
生
週
間
の
実

施
に
つ
い
て

11
月
28
日
は
町
長
選
挙
の
投

票
日
で
す

場
さ
れ
る
と
初
値
が
購
入
価
格
よ
り
高
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
株
を
発
行
す
る
企

業
が
倒
産
す
る
と
い
う
高
い
リ
ス
ク
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
株
の
売
買
は
金
融

庁
に
登
録
し
た
証
券
会
社
な
ど
や
株
を

発
行
し
て
い
る
企
業
だ
け
で
、
一
般
消

費
者
に
株
購
入
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
こ
と
で
す
。
ウ
ソ
の
説
明

を
し
て
金
を
だ
ま
し
取
る
悪
質
な
詐
欺

が
急
増
し
て
い
ま
す
の
で
「
必
ず
儲
か

る
」
と
か
「
高
金
利
・
高
配
当
」
を
う

た
う
な
ど
の
う
ま
い
話
に
乗
せ
ら
れ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
事
は

大
変
困
難
で
す
。
警
察
に
情
報
を
伝
え
、

返
還
請
求
に
つ
い
て
は
弁
護
士
に
依
頼
す
る

よ
う
早
急
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A 未
公
開
株
の
詐
欺
的
商
法
に
ご
注
意
！

実
在
す
る
有
名
な
非
上
場
企
業
名
を

か
た
り
、
近
く
上
場
さ
れ
る
未
公
開
株

を
「
今
が
買
い
時
、
上
場
後
は
必

ず
儲
か
る
」
と
電
話
で
何
度
も
勧

誘
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
そ
の
株
を
高
値
で
買

い
取
る
と
い
う
別
業
者
か
ら
の
電

話
も
あ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て

次
々
と
数
社
の
株
を
購
入
し
た
。

し
か
し
、
約
束
の
期
日
に
な
っ
て

も
上
場
さ
れ
ず
、
し
ま
い
に
は
、

ど
の
業
者
へ
の
電
話
も
繋
が
ら
な

く
な
っ
た
。
騙
さ
れ
た
の
か
？
何

と
か
返
金
し
て
欲
し
い
。

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

秋の火災予防運動
１.サイレン吹鳴
10月15日～10月21日　午後７時00分

２.消防車による町内広報
10月15日～10月31日

10月16日（土） 午後１時00分

４.防火パークゴルフ大会

３.消防車による防火呼び掛け

10月17日（日） 午前９時00分

お知らせ

住宅用火災警報器の

設置が義務付けられて

います。

既存住宅は、平成23年５月31日ま

でに設置することになっています。

（町内の電気店で取り扱っています）

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働

く全ての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイ

ト等を含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）

が次のとおり改定されます。

最低賃金額 時間額　691円

効力発生年月日 平成22年10月15日

お問い合わせ先

北見労働基準監督書　†0157-23-7406

「必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も」

問い合わせ先

役場地域振興グループ†76－2151（内線242）

１ヘクタール以上の土地取引を行った場合、買い主は、契

約の締結した日を含め２週間以内に土地の所在する市役所、

町村役場に土地の利用目的などの届け出が必要となります。

届け出の期間 契約締結日を含め２週間以内

必 要 書 類

買い主のみ

・位置図　３部

届け出を行う人

・森林林班図　１部（任意・土地が森

林の場合、参考資料として提出）

・土地売買契約書（写し） ３部

・届出書　１部（４部複写）

・地積図　３部

・森林調査簿　１部（任意・土地が森

林の場合、参考資料として提出）

未
公
開
株
と
は
、
証
券
取
引
所
や
店

頭
に
上
場
し
て
い
な
い
株
の
事
で
、
上



津別町では、環境負荷の少ない再生エネルギーの導入を促進し、地球温暖化対策に寄与するため、一般住宅に太陽光

発電システムを設置する方を対象に補助金を交付します。

工事着手前の事前申請になりますので、設置予定の方は必ず事前にご相談ください。

補助対象者
①町内に住所を有する方で、町内において自ら居住する住宅等に新たに太陽光発電システムを設置する方または自ら

居住するための太陽光発電システム付きの住宅等（新築のものに限る）を購入する方。ただし、借地・借家等に居

住している方が設置する場合は、当該土地・建物の所有者の承諾を得ていること

②町税を滞納していない方

③発電システムの利用状況等について、町が行う調査に協力できる方

補助対象となる太陽光発電システム
①太陽光発電システムの条件（次の全てに適合するもの）

・低圧配電線と逆潮流有りで連結し、電力会社と電灯契約及び余剰電力

の売買契約を締結できること

・発電出力が10ｋｗ未満の設備であること

・日本工業規格等で認められていること

・未使用であること（中古品は対象外です）

②補助金対象範囲

・太陽電池モジュール、架台、接続箱、インバーター、発生電力量計、直流側開閉器、保護装置、売買電力量計、

配線・配線器具の購入、据付、設置工事に関する費用

補助金の額
設置（購入）した太陽光発電システムの最大出力の値（ｋｗ表示とし、小数点以下第２未満は四捨五入）に１ｋｗ

当り４万円を乗じて得た額。ただし、補助金限度額は１２万円となります。

お問い合わせ・申請先　役場産業課林政・商工観光グループ　†76-2151 内線315

津別町の豊富な森林資源を活かし、化石燃料の代替による二酸化炭素の追加的排出の伴わないバイオマスエネルギー

の利活用を推進し、地球温暖化防止対策、森林の多面的機能の向上及び資源の地産地消による地域資源循環システムの

構築を目的に、木質ペレットストーブを購入する方に対し、購入費の一部を補助します。

補助の対象者
○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成23年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

お問い合わせ・申請先　役場産業課林政担当　†76-2151 内線259

補助金の額等
ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費等

を除く）の税抜き価格の２分の１以内（千円未満は切

り捨て）で、１台20万円を限度とします。

平成22年度は、10台の補助を予定しています。（町

の予算枠を満たし次第、締め切りとなります）

補助の申請書類
○補助金等交付申請書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位図及び平面図

○町長が発行する納税証明書

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

その他

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出していた

だきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事業

補助金交付要綱によります。

消防法の改正により、一般住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されました。

町では、高齢者の方々の日常生活における安心・安全を確保することを目的に住宅用警報器を給付いたします。

対象者

（皆さんへのお願い）
毎日の生活の中で、以上の点に気を配るこ

とで容器包装の排出削減等につながります。

皆さんのご協力をお願いします。

循環型社会を構築するためには、法制度の整備だけではなく、行政、事業者、消費者の幅広い参加による運動

を展開し、国民一人一人の理解と協力を得ることが不可欠です。そこで、関係省庁では、毎年１０月」を「リデ

ュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生利用）【３Ｒ】推進月間」と定めて、幅広く国民

への啓発活動を展開しています。

この啓発活動の一環として、国税庁では、

酒類の「リターナブルびん※」は繰り返し使

える大切な資源であることの周知を図るとと

もに、酒類容器のリサイクルへの協力を酒類

業者と消費者に広く呼びかけています。

※「リターナブルびん」とは、回収後、洗浄　

されて繰り返し再使用されるびんです。代

表的なものにはビールびんや一升びんがあ

り、ビールびんはほぼ100％、一升びんは

約90％が回収されて再使用されています。

・レジ袋の使用削減。簡易包装の推進

・リターナブルびんの周知や消費者からの回収

・環境にやさしい容器を利用した商品の取扱い

◆消費者の３Ｒ
・買い物袋の持参や簡易包装の励行

・環境にやさしい容器を利用した商品の優先選択

・決められた分別排出の励行や集団回収への協力

・容器の軽量化

・リターナブルびんの導入、利用と積極的な回収

◆酒類製造業者の３Ｒ

◆酒類流通業者の３Ｒ

既存住宅は、平成23年５月31日までの設置が義務付けら

れています。対象者の方は、この機会に本事業の申請をお願

いします。

自治会内で対象と思われる家庭がある場合には、声かけを

お願いします。

お問い合わせ・申請先
役場保健福祉課介護福祉グループ †76-2151（内線233）

・津別町民であること

・前年度の町民税が非課税であること

・自己所有している住宅に居住していること

・満65歳以上のひとり世帯または世帯全員が満65歳以上

の世帯であること

※ただし、住民基本台帳上は別世帯であっても満65歳未

満の方と同居しているとみなされる場合は対象外（二

世帯住宅など）

対象者である方も申請が必要になります。

申請後、資格要件を審査し、対象者には、認定通知書を送

付のうえ、津別消防署員と役場職員が設置に伺います。

事業期間
平成23年３月31日まで

－　詳細は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp －



10月は、町道民税第３期

国保税第5期の納付月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認

してください。

納期限は11月１日（月）

問い合わせ先† 76－2151 税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

１.募集人員 １名（２名体制となっています）

２.募集条件

①年　齢 60歳未満

②資　格 栄養士免許（栄養指導経験者）

普通自動車の免許

③賃金、勤務時間 町条例、規則等の定めによる

月額　　　155,700円

日額　 7,800円（他に通勤手当支給）

増給賃金　　 あり

社会保険、雇用保険加入　

④雇用期間 平成22年10月～平成23年３月31日

⑤勤務場所 津別町役場　保健福祉課

３.応募方法

①提出書類　　　　 市販の履歴書　１通（送付も可）

②提出先　　　　　 津別町役場　保健福祉課健康医療グループ

③提出期限　　 平成22年10月中

４.お問い合せ先

保健福祉課　医療健康グループ　健康推進担当

† 76－2151（内線231）

津別町民の皆様におかれましては、日ごろから本校の教育活動

に対しましてご支援、ご協力をいただき心よりお礼申し上げます。

さて、10月５日（火）～８日（金）に校内研修の一環として午

前中の授業を広く地域の方々に参観いただく機会を設けました。

つきましては、時節柄ご多忙のこととは存じますが来校いただ

き、ご感想・ご意見等を頂戴できると幸いです。

１.公開時間

１校時 ８：50～９：40

２校時 ９：50～10：40

３校時　10：50～11：40

４校時　11：50～12：40

２.時間割等

当日来校された際に、時間割と授業内容をお渡しします。ま

た「授業評価アンケート」を用意しておりますので、ご記入の

上お帰り下さいますようお願い申し上げます。

３.その他

ご不明な点などがありましたら、教頭北村もしくは教務部長

松浦（† 76-2808）までお問い合わせください。

�

法人道民税・法人事業税の申告は

インターネットで！

■北海道では、地方税ポータルシステム

（エルタックス）を利用し、インターネ

ットによる法人道民税・法人事業税の

申告を受け付けています。

○エルタックスホームページ

http://www.eltax.jp/

■利用できるのは、北海道に申告を行う

納税者（税理士等代理人を含む）で、利

用届出の手続きをされている方です。

■利用開始の方法などの詳細については

エルタックスホームページをご覧くだ

さい。

○問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課事業税

関税係　† 0152-76－2151

国民健康保険被保険者のみなさんを対象とした、特定

検診の受診率向上の一環として、今年の特定検診をいろ

いろな事情で受診できなかった方々を対象にアンケート

調査を実施します。このアンケートは受診率向上の施策

を検討するため実施するもので、他の目的には使用しま

せん。

ご家庭にアンケート調査表が届きましたら、回答用紙

の返送にご協力をお願いいたします。

また、アンケート回答者全員に生活習慣病の予防・早

期発見に役立つ「総合健康づくりカルテ」を送付する予

定です。

生活習慣病予防のため特定検診を受診しましょう。

調査票発送（予定） 10月15日（金）

調査票提出期限（予定） 10月25日（月）

問い合わせ先

津別町役場保健福祉課

健康医療グループ国保担当

†76-2151（内線229）

総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放

送に移行することが難しい世帯に、簡易チューナー

を無償で給付する支援を行っています。

実施の対象 生活保護や障害者非課税世帯などの

NHK放送受信料が全額免除となっ

ている世帯

支援の内容 地上デジタル放送受信のための「簡

易チューナー １台」

申込受付期間 平成22年４月19日から12月28日まで

問い合わせ先

総務省地デジチューナー支援実地センター　

†0570-033840

平日：９時～21時、土日祝日：９時～18時

役場保健福祉課福祉担当　⑪番窓口　

†76-2151（内線233）

最近、工場・商店・事務所を経営されているお客様

に、「ほくでん」や「ほくでんの委託」をかたって、動

力設備の調査・点検や契約内容の見直しを勧める事例

が全道各地で多発しています。

「ほくでん」の名をかたる
不審者にご注意ください

「糖尿病やメタボリックシンドロームはどんな病気？」

医療法人ケイ・アイ オホーツク海病院 院長 伊藤博史

「どんな食事が良いのですか？」―食事からできる健康対策―

北見赤十字病院 管理栄養士 村田智津子
（日本糖尿病療養指導士）

「日常の生活で気をつけることは？」

北見赤十字病院 看護士 柴田祐美子
（日本糖尿病療養指導士）

「合併症について教えてください」

市立旭川病院 糖尿病センター 診療部長 宮本義博

日　時 10月23日（土）14時～16時

会　場 美幌グランドホテル　ダイヤモンドホール

（美幌町栄町２丁目１　† 0152-73-5101）

内　容

参加料・申し込みは不要です。

詳　細 北見保健所健康推進課　† 0157-24-4173

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

▼第３号被保険者である奥様へ

厚生年金や共済年金などに加入するご

主人に扶養されている奥様は、国民年金

の第３号被保険者です。保険料はご主人

の年金制度が負担しますので、奥様の名

前で個別に納める必要はありません。し

かし、ご主人の定年退職や仕事を辞めた

場合に注意が必要です。

▼変更手続きが必要な場合があります

第３号被保険者の立場はご主人あって

のもの。例えばご主人が60歳で定年退職

した場合、年金受給権があるご主人は年

金に加入する必要がなくなります。しか

し、奥様が60歳に満たない場合は、第３

号から第１号被保険者への変更手続きを

して保険料を納めなければなりません。

▼専業主婦の方が手続きを忘れがち

専業主婦の奥様の場合、この変更手続

きをよく忘れるのです。ご主人の定年だ

けではなく、ご主人が仕事を辞めたとき

も、ご主人の国民年金への加入届けと共

に、奥様は第３号から第１号への変更届

を役場窓口に提出しましょう。

専業主婦の皆さん！ご存知ですか

■「ほくでん」や「ほくでんが業務を委託している会

社」では、契約の見直しと称して動力設備の調査や

機器を売り込む勧誘を行うことは一切ありません。

■「ほくでん」や「ほくでんが業務を委託している会

社」の社員がお客さま宅にお伺いする際には、必ず

身分証明書を携行しています。

■「ほくでん」や「ほくでんが業務を委託している会

社」では、お客さま宅を突然訪問し、漏電検査や分

電盤の取替工事などを行って、その場で代金を請求

することは一切ありません。

不振な電話等のお問い合わせが

あった場合には、お近くの「ほく

でん」までご連絡ください。

北見市北８条東１丁目２番地１

北海道電力㈱　北見支店

† 0157-26-1111


